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（社）土木学会海岸工学委員会から大蔵海岸陥没事故調
概 要 査報告書が提出されたのを受け、今後、近畿地方整備局

が実施する安全対策の取り組み方針について報告しま
す。
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大蔵海岸陥没事故を踏まえた
今後の安全対策の取り組み方針について

１．経緯等
・平成１３年１２月３０日、兵庫県明石市大蔵海岸で陥没事故が発生。
・平成１４年１月４日、国土交通省近畿地方整備局及び兵庫県明石市は、
工学的な観点から事故の原因解明と今後の対策の提言について（社）土
木学会海岸工学委員会（委員長：河田惠昭 京都大学防災研究所教授）
に依頼。
・同年１月１２日、同委員会の内規に基づき大蔵海岸陥没事故調査小委員
会（委員長：酒井哲郎 京都大学大学院工学研究科教授）が発足。同年
６月１日まで５回の審議を実施。
・同年６月２０日、近畿地方整備局及び明石市は （社）土木学会海岸工、
学委員会より大蔵海岸陥没事故調査報告書を受領。

２ （社）土木学会海岸工学委員会の提言．
海岸工学委員会の報告書では、大蔵海岸をより安全な海浜として復旧す
るため、以下の工法が提案されている。
①防砂板の選定
②裏込材の配置と防砂シートの敷設
③フィルター材の敷設
④砂層を薄くする
⑤ケーソン間に目地を充填
さらに、今後、人工海浜がより安全で快適な空間として市民に提供され
るよう、人工海浜の設計技術の向上、巡視・点検について検討が進められ
るよう提言されている。

３．近畿地方整備局における対策の取り組み方針
大蔵海岸陥没事故調査報告書で提言されている今後の復旧対策の提言等
を踏まえて施設改良工事等を実施する。
１）大蔵海岸における施設改良工事の実施
今年度はケーソン突堤付近の一部及び階段護岸前面の一部について
改良工事を予定。
●ケーソン突堤付近の改良工事
①防砂板についてフラットなものを選定。
②ケーソン突堤の背後に裏込材と防砂シートを敷設。
③裏込材付近についてフィルター材を敷設するとともに砂を雑石に置
き換え。
④砂層については厚さ１ｍ程度とし、表層５０ｃｍを砂層、下層５０
ｃｍを礫と砂との混合層に改良。大蔵海岸の砂浜全体についても同
様に改良。
⑤ケーソン間に目地材を充填。
●階段護岸、中央部突堤部等の改良工事
①階段護岸前面の埋設物の撤去。
②砂浜中央にある石積突堤について隣接する範囲の砂を雑石に置き換
え。



２）その他の地区における施設改良工事等の実施
今年度は、アジュール舞子西側ケーソン突堤付近、西島地区の西より
の養浜１箇所（魚住漁港東側）の改良工事及び江井ヶ島地区等の新規養
浜施工を予定。
●アジュール舞子におけるケーソン突堤付近の改良工事
①裏込石上の遊歩道を撤去するとともに被覆石を設置。
②裏込材付近については、背後に防砂シート及びフィルター材を敷設
するとともに砂を雑石に置き換え。
③砂層については厚さ１ｍ程度とし、表層５０ｃｍを砂層、下層５０
ｃｍを礫と砂との混合層に改良。アジュール舞子の砂浜全体につい
ても同様に改良。

●その他、既設の前浜・後浜境界部、石積突堤、階段護岸前面付近等の
改良工事
①前浜がレキ浜等、後浜が砂浜で、前浜と後浜との境界部に防砂シー
ト等の埋設物がある養浜箇所について、埋設物を撤去のうえ後浜の
砂層を雑石層に置き換え。
②石積突堤付近について、防砂シート等の埋設物がある場合には撤去
のうえ隣接する範囲の砂を雑石に置き換え。一連の養浜区間の端部
に位置し養浜砂が直接海に流出することを防いでいる突堤付近につ
いてはフィルター材を敷設。
③護岸前面等に埋設されている消波ブロック等の既設構造物につい
て、撤去もしくは砂で充填されている場合に雑石で置き換え。

●新規養浜施工個所における安全確保
今後の新規養浜施工にあたっては、大蔵海岸陥没事故調査報告書で
提言されている今後の復旧対策の提言等を踏まえて安全な人工海浜の
整備に万全を期す。

３）巡視点検の実施
現在、東播海岸の人工海浜において、徒歩により目視と鉄筋棒による
巡視点検を１週間で一巡できるよう実施中。施設改良工事が実施されて
いない養浜施工箇所ついて、当面の間、巡視点検を継続。
４ 「東播海岸 砂浜ホットライン」の開設）
陥没などの砂浜の異常現象について、海岸付近の住民の方や海岸利用
者からきめ細かな情報を収集するため専用電話「東播海岸 砂浜ホット
ライン」を開設。ホットラインの電話番号については、東播海岸の各所
にプレート等で表示。

東播海岸 砂浜ホットライン （７月１日開設）
・電話番号：０７９２－２４－９７８８
・開設時間：９：００～１７：００（土・日・休日を含む）



別添資料

大蔵海岸陥没事故を踏まえた今後の安全対策の取り組み方針について





大蔵海岸（ケーソン突堤付近）

・防砂板をフラットなものを選定

・ケーソン突堤の背後に裏込材と防砂シートを敷設

・裏込材付近についてはフィルター材を敷設するとともに砂を雑石に置き換え

・砂層については、表層５０ｃｍを砂層、下層５０ｃｍを礫と砂との混合層に改良

・ケーソン間に目地材を充填



　　　大蔵海岸（階段護岸）

・階段護岸前面の埋設物の撤去

・砂浜全体の砂の厚さを１ｍとし、表層５０ｃｍを砂層、下層５０ｃｍを礫と砂との混合層に改良



　　　大蔵海岸（石積突堤部）

・石積み突堤に隣接する範囲の砂を雑石に置き換え

・砂浜全体の砂の厚さを１ｍとし、表層５０ｃｍを砂層、下層５０ｃｍを礫と砂との混合層に改良





　アジュール舞子（ケーソン突堤付近）

・裏込石上の遊歩道部を撤去するとともに被覆石を設置

・裏込材付近については、背後に防砂シート及びフィルター材を敷設するとともに砂を雑石に置き換え

・砂層については、表層５０ｃｍを砂層、下層５０ｃｍを礫と砂との混合層に改良



　アジュール舞子（階段護岸）

・階段護岸前面の埋設物の撤去

・砂浜全体の砂の厚さを１ｍとし、表層５０ｃｍを砂層、下層５０ｃｍを礫と砂との混合層に改良





　その他の養浜箇所
（前浜がレキ捨石等・後浜が砂浜の箇所）

・前浜と後浜との境界部の防砂シート等の埋設物を撤去のうえ、後浜の砂層を雑石に置き換え



　その他の養浜箇所（石積突堤付近）

・防砂シート等の埋設物がある場合には、撤去のうえ隣接する範囲の砂を雑石に置き換え



　その他の養浜箇所
（護岸前面等における既設埋設物）

・護岸前面に消波ブロック等の埋設物がある場合は、撤去もしくはブロックの間に充填されている砂を
雑石で置き換え



新規の養浜施工箇所

• 後浜については砂に替えて雑石を使用することにより、流出及び陥没の発生に対する安全性を確保する。

• 前浜・後浜境界部においてシートで遮断する不連続な構造を避ける。


